
- 1 - 

令和 4年度 愛西市子どもの心の健康づくり事業推進実行委員会会議録（概要） 

 

会 議 名 令和 4年度 第 2回愛西市子どもの心の健康づくり事業推進実行委員会  

開 催 日 時 令和 5年 2月 21日（火）午後 2時 00分から午後 3時 00分まで 

開 催 場 所 愛西市佐屋保健センター2階会議室 

出 席 者 別紙のとおり 

欠 席 者 河野素輝委員 

協議事項等 

●協議事項 

(1)令和 4年度愛西市子どもの心の健康づくり事業実施状況について 

(2)令和 5年度愛西市子どもの心の健康づくり事業計画（案）について 

(3)令和 5年度以降の愛西市子どもの心の健康づくり事業について 

公開／非公開の別  公開 

非公開の理由 ― 

傍聴人の数 0人 

会 議 資 料 

次第 

令和 4年度愛西市子どもの心の健康づくり事業推進実行委員会委員名簿 

資料番号１ 令和 4 年度愛西市子どもの心の健康づくり事業実施状況につい

て 

資料番号 2 令和 5 年度愛西市子どもの心の健康づくり事業計画（案）につ

いて 

資料番号 3 令和 5年度以降の愛西市子どもの心の健康づくり事業について 

 

審 議 経 過 別紙のとおり 
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愛西市子どもの心の健康づくり事業推進実行委員 

 

 

事務局 

氏       名 

清水 栄利子 松本 繁 服部 芳樹 村瀬 さやか 

藤松 志乃 服部 香菜   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職名 氏  名 職種名及び団体名 備 考 

 委員長 谷本 紅美 愛西市医師代表 
 

副委員長 川村 久美 愛西市内の民生児童委員  

委 員 河野 素輝 愛西市歯科医師代表 欠席 

〃 近藤 真庸 岐阜大学地域科学部名誉教授  

〃 近藤 良伸 愛知県津島保健所長  

〃 近藤 晶義 愛西市内のＰＴＡ代表  

〃 里村 昌史 愛西市内のＰＴＡ代表  

〃 小笹 美帆 愛西市内の保育園保護者会代表  

〃 中村 文子 愛西市婦人会長  

〃 冨田 昌弘 愛西市内の小中学校長代表  

〃 堀田 恵理子 愛西市内の小中学校養護教諭代表  

〃 平尾  理 愛西市教育長  

〃 三輪 進一郎 愛西市教育部長  

〃 長谷川 努 愛西市子育て支援課長  

〃 平野 千津 愛西市立保育園長代表  
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審 議 経 過 

 

発言者 内容（概要） 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

１．あいさつ 

  委員長あいさつ 

 

２．協議事項 

 

それでは、会議次第に従いまして、進行させていただきます。協議事項（１）

令和４年度愛西市子どもの心の健康づくり事業実施状況について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

（１）令和４年度愛西市子どもの心の健康づくり事業実施状況について 

事務局より、資料番号１に基づき説明 

  

 ありがとうございました。ただいまの事務局の説明について何かご質問は

ございませんか。 

（意見等なし） 

それでは、協議事項（２）令和５年度愛西市子どもの心の健康づくり事業

計画（案）について、事務局から説明をお願いします。 

 

（２）令和５年度愛西市子どもの心の健康づくり事業計画（案）について 

   事務局より、資料番号２に基づき説明 

 

 ありがとうございました。 

 ただいまの事務局からの説明についてご意見、ご質問がありましたらお願

いいたします。 

 

 事業実施状況とも絡みますが、いのちの授業のアンケートの生徒の感想を

見て、こういった大切なことは私たちも指導して続けていかなければならな

いと思っています。私が気になっていることとして、アンケート結果の「い

いえ」や「どちらでもない」と答えた生徒たちに対する事後指導について、

どのように指導したかを今後の参考に聞かせてください。 

 

 アンケートをとったときに、「いいえ」、「どちらでもない」と答えた生徒に

ついては学校側が把握しています。この事業は生徒全員に対して行っている

ため、「いいえ」と答えた生徒に関して、個別的な関わりが必要であれば学校

側が個別にフォローしていただくようにお願いをしています。そしてそのフ

ォローとして保健センターやあいさいっ子相談室と連携をしている状況で

す。 

 

 具体的に連携が取れている事例はありますか。 

 

 いのちの授業からという具体的な例は今のところありませんが、保護者側

からの相談はあいさいっ子相談室に入っています。それがいのちの授業によ

るものかまでは把握はしていません。 
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委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員いかがでしょうか。 

 

はい、わかりました。 

 

その他ご質問はありませんか。 

 

不登校について、２,３年前にある学校のクラスで非常に不登校の生徒が増

え、結局先生が原因だったということがありました。その話を聞いて、校長

先生や学校、教育委員会に相談しましたが納得した返事が得られず、その後

も変わりませんでした。そういう現状があったということを、せっかくの機

会なので共有したいと思い、発言させていただきました。 

 

今のご意見をぜひ、また今後の対応として考えていただけるとありがたい

と思います。 

他にご意見はありませんか。 

（意見等なし） 

 では次に、協議事項（３）令和５年度以降の子どもの心の健康づくり事業

について、事務局から説明をお願いします。 

 

（３）令和５年度以降の子どもの心の健康づくり事業について 

   事務局より、資料番号３に基づき説明 

 

ありがとうございます。ご質問はありませんか。 

（質問なし） 

協議事項は以上になりますが、その他ご意見ございませんか。 

 

今後この事業に何か新しい事業を取り入れることは考えていますか。 

 

現在はこの３つが安定している事業ですので、時代に合わせて内容は変え

ていく可能性がありますが、現段階では、３つの事業を引き続き行いたいと

考えています。 

 

よろしいでしょうか。他にご質問ご意見はございませんか。 

（意見等なし） 

これにて協議は終了とさせていただきます。 

この委員会は今回で終了となります。この委員会はいろいろな部門の方々

にお集まりいただいて、ご意見をいただき進めてきました。この委員会がな

くなるということは、それぞれの立場でご発言する機会が少なくなってしま

うということで寂しく思っています。今後も皆さんからご意見がいただける

ような機会を設けていただきたいと思っています。 

私も二分の一成人式やいのちの授業にも見学させていただき、子どもたち

の堂々とした姿や赤ちゃんと接したときの嬉しそうな笑顔を見て、この事業

の意義を実感していました。委員の皆様や保護者、ご家族の皆さん、そして

何よりも参加してくれた児童生徒皆さんの努力があってこの事業は展開する

ことができました。 

今後この事業を続けていくにあたり、結果として何を生みだすかという点

を大切にしていただき、より子どもたちが命の大切さを実感して生きていけ
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

るような環境づくりに貢献していただきたいと思います。 

この事業が始まる前から、ご教授やご助言をいただき、この地域のことを

優しく見守っていただいた委員には心から感謝申し上げます。ありがとうご

ざいました。 

今後も良い事業に向けてご尽力いただきますようによろしくお願い申し上

げます。委員長としての挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 最後にぜひ委員よりお話をお願いします。 

 

この地域の子どもたちを育てたいという思いで初めから２２年ほど関わら

せてもらい、無理な提案も皆さんの知恵を絞って引き取っていただきました。

おそらく数年間はこの愛西市のすべての子どもたちに一度は授業をしたと思

いますが、そういう地域は私にとっても初めてです。出発点は、一人一人の

子どもがこの町で育ってよかった、生まれてよかった、この町で子育てして

よかったと思えるような愛西市を作り、また世代が変わって、その子どもた

ちがこの町で子育てしてくれたらいいなという思いで始まり、委員の方々も

一生懸命協力してくださいました。委員会がなくなることで、事業が先細り

し、いずれ忘れられてしまうことも心配していますが、今までこの事業に参

加してきたということに自負と誇りを持って、記憶として語り継いでいって

ほしいと思います。 

どうか今後もこの事業を誇りに思って発展させていただきたいなと思って

います。一番長く関わらせていただいたことに本当にお礼申し上げます。あ

りがとうございました。 

 

ありがとうございました。それでは事務局よりお願いします。 

 

この子どもの心の健康づくり事業は年齢に合わせた発達課題を解決して子

どもの生きる力を地域の人、学校、保育園の人たちと取り組むことで子ども

たちの成長を見守ってきました。１７年たったあの頃の子どもたちが親にな

っている世代かなと思いますが、もしかしたら子育ての中でまた命の大切さ

を子どもたちに、引き継いでいるのかなと思います。 

この事業は節目ごとに形や内容は少し変わるかもしれませんが、尻すぼみ

をしていくわけではありません。心の成長は、触れたり感じたり体験したり、

自分の気持ちをしっかり言葉で表して話をする、そういったこともすごく大

切だと思いますのでそういった部分も大切にしていき、切れ目なく支援がで

きるように見守っていきたいと思います。 

愛西市は少子化が止まりませんが、ここで育てたいなと思うように一歩ず

つではありますが、いろんな施策を重ねていきたいと思います。 

今回で閉会とはなりますが、今後とも愛西市の保健事業にご協力やアドバ

イスをお願いしたいと思います。横の連携も取りながら子育てに優しい街に

していきたいと思いますので、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

 

以上を持ちまして、実行委員会を終了させていただきます。長い時間あり

がとうございました。 

 

 


